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【目的】Ascospiroketal B は、König らにより海洋性真菌

Ascochyta salicorniae から単離された[5.5]-スピロケタール

を含む特異な三環性部を有するポリケチドである。1) 最近、

Tong らにより ent-Ascospiroketal B の全合成が達成され、そ

の 全 構 造 が 明 ら か に な っ た 。 2) 当 研 究 室 で も 
ent-Ascospiroketal B の全合成を報告している。3) 今回、天

然物の構造を有する (+)-Ascospiroketal B の全合成を行っ

たので報告する。 
【結果】アリルアルコール 2 から Sharpless 不斉エポキシ化、立体選択的なエポキ

シドの転位反応などを経てラクトン 3を得た。ラクトン 3とスルホン 4との結合、

生じた水酸基の酸化、スルホンの除去を経てケトンとした後、酸触媒による保護

基の脱保護及びスピロケタール化を行い、三環性化合物 5 を得た。さらに、側鎖

部の導入を行い(+)-Ascospiroketal B (1)の全合成を達成した。現在、各反応の最適化

の検討を行っている。 

 


